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保育所の開設 

No.120 号 

このほど、中尾町にある生活館に保育所を開設しました。 

これまで中尾地区の子ども達は、赤池、市場両保育所に通園し、不便を感じていまし 

た。この保育所には遊具も揃い、父兄達は送迎の心配はなくなり、園児たちも、近く 

なった保育所で元気にお遊技をして楽しんでいます。この保育所には、園児60名と職 

員は園長と保母さん3名給食係で、保育にあたつています。 

町 の 人 口 

(9月1日現在） 

総人口 9, 029人 

子 4, 243人 

女子 4, 786人 

世帯数 2, 653世帯 

第1日曜日は 

交通安全の日です 

n 月は子供や、老人に正し 

い通行の仕方を指導して下 

さい。交通事故のニユース 

などを話題にして、交通安 

全について話しあい、子供 

や老人に正しい通行方法を 

教えて下さい。 

第3 日曜日は 

家庭の日です 

H 月は季節がら火災の発生 

しやすい時期です。 

火災の発生原因は子供の火 

遊びも見逃がせません。 

火災の恐しさや火遊びをし 

ないよう一家で話し合って 

下さい。 
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廿

定

 例
 
町
 
議
 
会
”
H
H
 

九
月
二
十
八
日
、
赤
池
町
定
例
 

△
昭
和
四
十
六
年
度
赤
池
町
一
般
 

町
議
会
が
開
催
さ
れ
次
の
案
件
を
 

会
計
補
正
予
算
 

審
議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。
 

補
正
予
算
に
、
五
千
八
百
八
拾
 

△
赤
池
町
老
人
医
療
費
の
助
成
に
 

二
万
六
千
円
、
主
に
、
先
に
発
 

関
す
る
条
例
。
 

生
し
た
地
す
べ
り
で
、
損
傷
を
 

こ
の
条
例
に
よ
り
ま
す
と
、
医
 

受
け
た
中
尾
地
区
の
災
害
復
旧
 

療
費
の
助
成
の
対
象
と
な
る
方
は
 

費
に
一
千
二
拾
七
万
八
千
円
計
 

赤
池
町
の
区
域
内
に
引
き
続
き
三
 

上
し
ま
し
た
。
 

ケ
月
以
上
住
所
を
有
す
る
国
民
健
 

△
町
有
財
産
無
償
払
い
下
げ
、
旧
 

康
保
険
者
の
う
ち
、
七
十
才
以
上
 

伝
染
病
舎
を
猿
田
地
区
公
民
館
 

の
人
で
す
。
保
険
料
は
従
来
通
り
 

と
し
て
使
用
す
る
た
め
に
払
い
 

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

下
げ
し
ま
し
た
。
 

議
決
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。
 

△
住
宅
改
修
資
金
貸
付
補
正
 

町
内
の
病
院
で
診
療
を
受
け
る
 

同
和
事
業
で
住
宅
を
改
修
す
る
 

場
合
は
百
円
だ
け
負
担
。
 

た
め
、
貸
付
額
を
百
二
十
万
九
 

町
内
の
病
院
で
診
療
を
受
け
る
 

千
円
を
補
正
し
ま
し
た
。
 

場
合
は
三
割
を
本
人
が
病
院
に
直
 

△
町
道
認
定
 

接
支
払
い
三
ケ
月
後
に
支
払
金
額
 

長
浦
ー
吉
ケ
浦
線
を
町
道
と
し
 

日
時
等
を
役
場
よ
り
通
知
し
ま
す
 

て
認
定
し
ま
し
た
。
 

の
で
印
監
を
持
参
の
上
受
領
す
 

△
町
立
病
院
特
別
会
計
補
正
予
算
 

る。 

百
七
拾
参
万
四
千
円
補
正
し
ま
 

た
だ
し
百
円
未
満
の
診
療
費
は
 

し
た
。
 

本
人
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
 

こ
の
ほ
か
．
昭
和
四
十
五
年
度
 

す。 

水
道
事
業
会
計
並
び
に
、
町
立
 

△
寄
附
採
納
 

病
院
の
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定
 

福
岡
銀
行
が
，
赤
池
町
立
病
院
 

し
ま
し
た
。
 

に
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
ー
台
寄
附
し
 

ま
し
た
。
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お
 
小
 
さ
 
い
 
皆
 
さ
 
ん
 
に
 

お
手
当
を
ク
。
フ
レ
ゼ
 
ン
ト
4
 

い
よ
い
よ
来
年
一
月
か
ら
児
童
 

手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
 

ま
し
た
。
 

こ
の
制
度
は
児
童
を
養
育
し
て
 

い
る
人
に
児
童
手
当
を
支
給
す
る
 

こ
と
に
よ
っ
て
、
家
庭
に
お
け
る
 

生
活
の
安
定
と
次
代
を
に
な
う
児
 

童
の
健
全
な
育
成
を
は
か
る
こ
と
 

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

支
給
対
象
者
 

m
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と
。
 

②
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
て
い
 

る
こ
と
。
 

⑧
五
才
未
満
の
児
童
を
含
む
三
人
 

以
上
の
十
八
才
未
満
の
児
童
を
 

養
育
し
て
い
る
こ
と
。
 

④
養
育
者
が
そ
の
児
童
の
父
母
で
 

あ
る
と
き
は
、
そ
の
児
童
と
生
 

計
を
同
一
に
し
て
い
る
こ
と
。
 

養
育
者
が
そ
の
児
童
の
父
母
以
 

外
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
児
童
 

の
生
計
を
維
持
し
て
い
る
こ
 

と。 

⑤
養
育
者
に
高
額
の
所
得
が
あ
る
 

場
合
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
 

す
。
例
え
ば
扶
養
親
族
が
五
人
 

の
場
合
二
百
万
円
以
下
で
あ
る
 

こ
と
。
 

⑥
支
給
対
象
者
と
な
る
三
人
目
以
 

降
の
児
童
は
段
階
的
に
拡
大
さ
 

れ
ま
す
。
来
年
は
三
番
目
以
降
の
 

子
ど
も
で
五
才
未
満
の
児
童
を
対
 

象
と
し
、
昭
和
四
十
八
年
に
は
十
 

才
未
満
の
児
童
を
対
象
と
し
、
昭
 

和
四
十
八
年
に
は
十
才
未
満
の
児
 

童
を
対
象
と
し
、
昭
和
四
十
九
年
 

に
は
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
を
 

対
象
に
完
全
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

※
児
重
手
当
の
額
 

三
人
以
降
の
児
童
一
人
に
つ
き
 

月
三
千
円
 

地
す
べ
り
災
害
 

復
旧
工
事
終
る
 

県
営
住
宅
附
近
の
山
の
地
す
べ
 

り
で
民
家
四
棟
倒
壊
し
、
県
営
住
 

宅
八
棟
が
入
居
不
能
と
な
り
ま
し
 

た
災
害
地
の
復
旧
工
事
が
自
衛
隊
 

施
設
部
隊
に
よ
っ
て
始
め
て
い
ま
 

し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
工
事
が
完
成
 

し
ま
し
た
。
 

町
の
発
展
は
道
路
整
備
か
ら
 

バ
イ
パ
ス
十
月
か
 

小
 
竹
 
ー
赤
 

小
竹
ー
赤
池
線
の
バ
イ
パ
ス
が
 

十
月
十
日
に
完
成
し
、
十
五
日
か
 

ら
通
行
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
 

こ
の
バ
イ
パ
ス
は
、
昭
和
四
十
 

五
年
か
ら
ニ
カ
年
計
画
で
工
事
が
 

す
す
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
舗
 

装
工
事
は
、
昭
和
四
十
七
年
度
に
 

な
る
見
込
み
で
す
。
 

従
来
町
内
の
目
抜
き
通
り
の
県
 

道
、
小
竹
、
赤
池
間
の
混
雑
は
、
 

西
鉄
バ
ス
泣
か
せ
と
い
う
、
交
通
 

三
悪
の
ー
つ
に
数
え
ら
れ
る
ほ
ど
 

ひ
ど
い
も
の
で
し
た
。
 

こ
の
バ
イ
パ
ス
完
成
で
緩
和
さ
 

れ
、
小
竹
へ
の
通
行
は
バ
イ
パ
ス
 

を
中
尾
町
へ
の
通
行
は
派
出
所
横
 

か
ら
バ
イ
パ
ス
へ
入
り
、
伊
田
線
 

の
陸
橋
を
渡
り
、
新
町
を
通
り
抜
 

け
る
と
時
間
的
に
も
短
縮
さ
れ
ま
 

す。 町
で
は
こ
れ
ま
で
、
会
社
減
に
 

よ
る
人
口
減
少
を
く
い
と
め
、
住
 

民
の
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
、
 

企
業
誘
致
に
の
り
出
し
て
来
ま
し
 

た
が
、
誘
致
に
は
道
路
が
な
い
、
 

道
路
が
狭
い
な
ど
の
理
由
な
ど
に
 

よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
誘
致
工
場
 

は
中
小
企
業
数
社
に
と
ど
ま
り
、
 

人
口
滅
の
歯
止
め
に
は
な
っ
て
い
 

ら
開
道
 

池
 
バ
 
イ
 
パ
 
ス
 

ま
せ
ん
。
 

町
の
将
来
の
開
発
は
、
土
地
利
 

用
計
画
等
を
充
分
考
慮
し
、
工
業
 

区
、
住
宅
区
、
商
業
区
域
の
そ
れ
 

ぞ
れ
の
地
域
を
用
途
別
に
し
て
、
 

土
地
利
用
の
適
正
化
を
図
る
必
要
 

が
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
道
路
の
完
成
で
炭
鉱
の
イ
 

メ
ー
ジ
が
残
る
ボ
タ
山
を
、
産
炭
 

地
振
興
事
業
団
の
振
興
事
業
を
積
 

写
真
は
 
鉄
道
の
上
に
完
成
し
 

た
バ
イ
パ
ス
の
陸
橋
 

申
し
込
み
方
法
 
十
一
月
一
日
か
 

ら
受
付
け
ま
す
の
で
戸
籍
謄
本
と
 

印
鑑
を
も
っ
て
役
場
社
会
係
へ
、
 

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

当初支給月額の例 

（麗費学二000円）にかける数 
児童が8才、7才1，ラ~、反ラ1の 
4人の場合 

3,000円×1=3,000円 

児童が4オ、3引コ国の人の 
場合 

3,000円×1=3,000円 

避
難
し
て
い
た
中
尾
地
区
の
住
 

民
は
こ
の
応
急
工
事
に
よ
っ
て
危
 

険
性
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
久
し
 

ぶ
り
に
わ
が
家
に
引
き
あ
げ
ま
し
 

た。 し
か
し
、
県
営
住
宅
の
住
民
は
 

今
な
お
、
中
町
に
あ
る
旧
町
営
住
 

宅
で
暮
し
て
い
ま
す
。
町
で
は
こ
 

の
人
達
に
本
年
度
板
屋
団
地
に
建
 

築
す
る
県
営
住
宅
に
優
先
す
る
方
 

針
で
す
。
 

又
給
水
池
は
い
ま
な
お
使
用
不
 

能
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
元
の
場
 

所
に
建
設
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
 

ん
の
で
、
い
ま
町
で
は
、
給
水
池
 

建
設
用
池
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
災
害
に
要
し
た
経
費
は
約
 

二
千
百
万
円
で
、
補
助
金
や
助
成
 

〕 
極
的
に
導
入
し
て
造
成
す
る
な
ら
 

ば
、
道
路
の
利
用
と
相
侯
っ
て
、
 

ボ
タ
山
周
辺
の
開
発
は
工
業
区
実
 

現
可
能
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
 

す。 直
方
、
田
川
バ
イ
パ
ス
 

工
事
す
す
む
 

直
方
、
田
川
バ
イ
パ
ス
工
事
が
 

い
ま
上
野
で
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
 

す。 本
年
度
工
事
は
、
福
智
下
宮
下
 

か
ら
、
大
谷
地
区
ま
で
の
区
間
を
 

工
事
し
て
い
ま
す
。
 

鋤
木
田
、
上
野
間
、
左
の
図
の
 

点
線
①
は
、
ま
だ
用
地
交
渉
が
終
 

っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
区
間
 

の
工
事
は
来
年
に
な
る
見
込
み
で
 

す。 又
大
谷
地
区
か
ら
方
城
町
弁
城
 

金
な
ど
は
な
く
、
す
べ
て
単
独
経
 

費
で
ま
か
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
 

た
。
本
年
度
は
こ
の
災
害
で
町
の
 

財
政
事
情
は
苦
し
い
試
練
に
な
り
 

そ
う
で
す
。
 

写
真
は
 
自
営
隊
の
復
旧
工
事
 

で
危
険
が
な
く
な
っ
た
災
害
地
 

の
山
 

火
葬
場
の
建
設
 

準

備

す

す

む

 

本
町
に
あ
る
火
葬
場
の
施
設
は
 

古
い
た
め
、
利
用
す
る
者
の
大
半
 

は
、
近
代
的
な
設
備
の
あ
る
、
田
 

川
市
や
直
方
市
の
施
設
を
利
用
し
 

本
町
の
施
設
の
利
用
率
は
約
十
五
 

％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
 

こ
の
よ
う
な
現
状
は
本
町
だ
け
 

で
は
な
く
、
田
川
郡
各
市
町
村
も
 

同
じ
こ
と
が
云
え
る
と
思
わ
れ
ま
 

す。 し
た
が
っ
て
こ
れ
か
ら
の
福
祉
 

行
政
は
無
計
画
な
、
行
あ
た
り
ば
 

直方・田川バイパス工事ケ所見取図 

方
城
町
 

血
駿
 

l
、
、
、
ー
ノ
I
ー 

山
 

林
 
畑
 

点
線
②
の
区
間
も
来
年
度
着
工
に
 

な
り
ま
す
。
 

道
路
の
幅
は
四
車
線
で
、
完
成
 

年
度
は
昭
和
五
十
年
に
な
る
見
込
 

み
で
す
。
 

左
の
図
の
黒
線
が
、
上
里
、
大
 

谷
区
間
の
工
事
ケ
所
 

鋤
木
田
の
道
路
 

よ
 
く
 
な
 
る
 

松
木
園
、
皿
山
線
の
舗
装
工
事
 

が
、
緊
急
就
労
事
業
で
、
九
月
十
 

八
日
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
道
路
は
、
鋤
木
田
か
ら
直
 

方
市
上
境
の
県
道
へ
沿
っ
た
道
路
 

か
ら
大
浦
の
方
へ
入
る
道
路
で
、
 

直
方
、
田
川
間
の
バ
イ
パ
ス
に
取
 

り
付
け
ら
れ
ま
す
。
 

こ
の
区
間
の
延
長
は
三
百
二
鯛
 

幅
が
五
、
五
冨
の
簡
易
舗
装
工
事
 

で
す
。
総
工
事
費
は
千
五
十
万
円
 

で
成
完
は
、
十
二
月
下
旬
で
す
。
 

「 

っ
た
り
の
町
村
単
独
行
政
で
は
地
 

域
住
民
の
生
活
に
密
着
し
た
地
方
 

行
政
は
成
立
た
な
い
と
思
わ
れ
ま
 

す。 そ
こ
で
考
え
ら
れ
ま
す
の
は
広
 

域
的
な
視
野
に
立
っ
た
十
年
後
の
 

開
発
計
画
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
 

り
ま
せ
ん
。
 

火
葬
場
の
建
設
は
、
広
域
的
に
 

田
川
一
市
九
ケ
町
村
で
、
昭
和
四
 

十
七
年
度
ま
で
建
設
す
る
準
備
が
 

す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

ゴ
ミ
焼
却
場
は
 

四
カ
町
で
建
設
 

ゴ
ミ
焼
却
場
は
、
下
田
川
四
カ
 

町
で
建
設
す
る
準
備
を
す
す
め
て
 

い
ま
す
。
 

完
成
は
昭
和
四
十
七
年
頃
に
な
 

り
ま
す
が
、
操
業
後
公
害
が
発
生
 

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
措
置
す
る
 

必
要
が
あ
る
た
め
、
用
地
の
確
保
 

は
難
行
し
そ
う
で
す
。
 

町
営
住
宅
の
建
築
 

十

月

 に
 
着
 
エ
 

板
屋
団
地
に
町
営
住
宅
と
同
和
 

住
宅
の
建
築
工
事
が
、
十
月
末
か
 

ら
始
め
ら
れ
ま
す
。
 

町
営
住
宅
は
一
種
と
二
種
で
、
 

一
種
が
十
戸
、
間
取
り
は
、
六
畳
 

、
S
、
‘
、
‘
、
‘
ノ
、
く
く
、
．
、
 

） 

お
 

制
 

？
一
、
金
一
封
 
ュ 

？ 

亡
父
利
太
郎
」
 

お
 

札
 

一
、
金
一
封
 
仲
島
利
昭
殿
 

亡
父
利
太
郎
殿
（
猿
田
）
香
 

典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
太
田
春
江
殿
 

亡
夫
純
彦
殿
（
本
町
）
香
典
 

返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
立
花
宝
殿
 

亡
父
新
右
衛
門
殿
（
市
場
）
 

香
典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
占
部
ッ
ル
殿
 

亡
夫
徳
助
殿
（
西
寿
町
）
 

香
典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
守
田
モ
モ
ェ
殿
 

四
畳
半
、
三
畳
の
三
D
K

で
二
種
 

が
八
戸
、
六
畳
、
四
畳
半
の
二
D
 

K
、
い
ず
れ
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
的
 

な
住
宅
で
建
築
費
は
千
四
百
万
円
 

で
す
。
同
和
住
宅
は
板
屋
団
地
に
 

六
戸
、
大
浦
に
六
戸
建
設
さ
れ
ま
 

す。 完
成
は
い
ず
れ
も
来
年
三
月
末
 

に
な
り
ま
す
。
 

改
良
住
宅
は
四
十
八
戸
建
設
 

中
尾
地
区
の
中
町
に
あ
る
町
営
 

住
宅
は
明
治
鉱
業
の
社
宅
を
町
が
 

払
い
下
げ
を
受
け
、
 
一
三
六
世
帯
 

が
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
建
物
の
 

老
朽
が
目
立
ち
、
四
十
四
年
か
ら
 

改
良
住
宅
を
伏
原
に
年
度
的
に
建
 

築
し
て
来
ま
し
た
‘
 

本
年
度
は
四
十
八
戸
建
築
し
ま
 

す
が
、
こ
れ
ま
で
六
十
六
世
帯
が
 

移
転
し
て
い
ま
す
0
 

こ
の
事
業
は
四
十
七
年
で
完
了
 

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

改
良
住
宅
の
建
築
工
事
費
は
、
 

五
千
九
百
二
十
万
円
で
三
分
の
一
】
 

が
補
助
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

又
板
屋
団
地
に
県
営
住
宅
十
八
 

戸
を
建
築
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
 

た。 
こ
の
団
地
に
は
、
五
カ
仔
計
画
 

で
県
営
住
宅
百
戸
建
築
す
る
計
画
 

を
立
て
て
い
ま
す
。
 

完
成
は
い
ず
れ
の
住
宅
も
来
年
 

の
三
月
の
予
定
で
す
。
 

亡
母
シ
ゲ
殿
（
稲
荷
町
）
香
 

典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
林
重
子
殿
 

亡
夫
定
行
殿
（
北
町
）
香
典
 

返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
武
末
謙
吉
殿
 

亡
子
息
洋
殿
（
下
町
）
香
典
 

返
し
と
し
て
 

一
．
金
一
封
 
＋
時
芳
子
殿
 

亡
儀
父
新
吉
殿
（
上
野
）
香
 

典
返
し
と
し
て
 

そ
れ
ぞ
れ
香
典
返
し
と
し
て
赤
 

池
町
民
生
事
業
助
成
会
へ
寄
附
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

十

月

は

 

簡
易
保
険
の
月
 

五
十
五
才
を
む
か
え
た
簡
易
保
 

険
、
大
正
五
年
十
月
一
日
に
誕
 

生
し
ま
し
た
「
郵
便
局
の
簡
易
保
 

険
」
は
皆
様
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
 

れ
な
が
ら
五
十
五
年
を
迎
え
ま
し
 

た。 そ
う
し
て
い
ま
で
は
総
加
入
件
 

数
四
八
〇
万
件
、
契
約
高
一
二
兆
 

円
に
達
す
る
マ
ン
モ
ス
事
業
と
な
 

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
加
入
者
の
 

皆
さ
ん
か
ら
払
込
ま
れ
た
掛
金
の
 

そ
の
額
も
二
兆
七
千
億
円
に
達
し
 

「
簡
保
資
金
」
と
し
て
国
づ
く
り
 

町
づ
く
り
で
、
み
な
さ
ん
の
身
近
 

な
と
こ
ろ
（
学
校
、
公
営
住
宅
、
 

道
路
等
造
成
）
 
で
活
躍
し
て
い
ま
 

す。 
こ
の
よ
う
に
簡
易
保
険
は
国
営
 

保
険
と
し
て
の
使
命
に
徹
し
、
今
 

後
更
に
一
層
の
普
及
を
は
か
る
よ
 

う
努
力
を
続
け
ま
す
。
皆
様
の
ご
 

理
解
と
、
ご
協
力
を
御
願
い
し
ま
 

す。 

赤
池
郵
便
局
長
 

原
 

稿
 
募
 
集
 

町
内
の
明
る
い
ニ
 
ユ
ー
ス
な
ど
 

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

原
稿
用
紙
二
枚
以
内
に
ま
と
め
 

て
、
役
場
総
務
課
企
画
係
（
寄
稿
 

し
て
下
さ
い
。
 



(4)-．一 か
 

あ
 

報
 

広
 

回
覧
板
は
早
目
に
 

ま
わ
し
ま
し
ょ
・
つ
 

回
覧
板
の
遅
れ
が
最
近
目
立
っ
 

て
い
ま
す
。
 

近
時
、
夫
帰
共
稼
ぎ
で
、
大
半
 

の
家
庭
が
日
中
は
空
屋
状
態
で
、
 

役
場
か
ら
の
文
書
の
通
知
な
ど
は
 

夜
間
回
覧
さ
れ
、
あ
る
時
は
一
家
 

庭
で
ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と
も
あ
り
 

ま
す
。
 

あ
る
時
は
子
供
の
予
防
接
種
な
 

ど
は
、
日
時
切
れ
で
大
変
困
る
場
 

合
が
あ
り
。
こ
の
よ
う
な
苦
情
が
 

役
場
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
ま
す
、
 

あ
る
町
内
会
で
は
、
速
く
回
覧
 

す
る
た
め
、
廻
っ
て
来
た
回
覧
板
 

に
、
時
間
を
記
入
し
て
敏
速
化
に
 

つ
と
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
 

す。 役
場
の
各
課
で
は
住
民
に
周
知
 

す
る
時
は
、
事
業
な
ど
は
、
遅
く
 

と
も
事
業
実
施
前
、
一
週
間
以
前
 

に
文
書
を
作
成
し
役
場
の
総
務
課
 

1
 I lo月衛生行事 

へ
提
出
し
て
い
ま
す
。
 

役
場
の
総
務
課
で
は
、
社
会
事
 

情
を
充
分
く
ん
で
支
所
長
や
駐
在
 

員
の
仕
事
の
合
理
化
を
図
る
た
め
 

毎
週
火
曜
日
に
支
所
長
さ
ん
の
も
 

と
へ
送
達
し
て
い
ま
す
。
 

役
場
か
ら
住
民
の
皆
さ
ん
に
お
 

願
い
し
た
い
事
は
、
文
書
な
ど
は
 

自
身
に
関
係
あ
る
、
な
い
に
拘
わ
 

ら
ず
速
や
か
に
隣
り
へ
回
覧
す
る
 

よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。
 

行
政
の
苦
情
は
 

行
政
相
談
員
へ
 

行
政
に
間
す
る
苦
情
、
不
満
あ
 

る
い
は
、
法
律
等
が
良
く
わ
か
ら
 

な
い
等
行
政
に
関
係
の
あ
る
も
の
 

で
相
談
ご
と
の
あ
る
方
は
遠
慮
な
 

く
左
記
へ
口
頭
で
申
し
出
て
下
さ
 

い。 

申
出
先
 

赤
池
町
猿
田
の
行
政
相
談
員
 

木
村
伴
太
郎
氏
又
は
、
福
岡
市
博
 

写
真
は
 
下
駄
箱
の
上
で
一
泊
 

多
駅
東
二
丁
通
十
一
番
一
号
 

す
る
回
覧
板
 

● レントゲン検診 

10月20日 午後13時～15時 
伏原公民館 

午前10時30分～11時30分 

相月21日 午前10時～15時 生活館 

10月25日 午前10時～15時 

赤池保育園 

10月26日 午前10時～15時 

上野保育園 

10月27日 午前10時～15時 役場 

●献血 

10月28日 午前10時～15時 

赤池町公民館 
●生ワク投与 

10月29日 午後13時30分～15時 

赤池町公民館 ー
‘

一

 

九
州
管
区
行
政
監
察
局
行
政
相
談
 

係
 

（
電
詰
四
三
ー
七
O
八
一
）
 

あ
ぶ
な
い
 

ひ
ょ
っ
こ
り
と
び
だ
し
 

う
っ
か
り
お
う
だ
ん
 

子
ど
も
の
交
通
事
故
日
増
し
は
 

に
多
く
な
っ
て
ま
す
。
 

子
ど
も
を
学
校
や
保
育
所
へ
送
 

り
出
す
時
は
、
ガ
車
に
気
を
つ
け
 

て
ね
ク
と
や
さ
し
い
言
葉
を
か
け
 

ま
し
よ
う
。
 

田
家
庭
に
対
し
て
 

〇
 

こ
ど
も
を
学
校
に
送
り
出
す
 

時
は
．
次
の
こ
と
に
注
意
す
る
。
 

〇
 
遅
刻
さ
せ
な
い
よ
う
に
ゆ
と
 

り
を
も
っ
て
送
り
出
す
。
 

〇
 
忘
れ
物
が
な
い
よ
う
に
充
分
 

注
意
し
て
や
る
。
 

〇
 
送
h

出
す
時
は
決
し
て
し
か
 

・
り
な
い
。
 

〇
 
子
ど
も
に
対
し
て
道
路
や
踏
 

切
り
附
近
で
遊
ば
な
い
よ
う
注
意
 

す
る
。
 

〇
 
自
転
者
に
乗
る
こ
ど
も
に
は
 

か
ら
だ
に
あ
つ
た
自
転
車
を
与
え
 

交
通
量
の
多
い
道
路
で
は
乗
ら
な
 

い
よ
う
に
指
導
す
る
。
 

の
運
転
者
に
対
し
て
 

〇
 
子
ど
も
や
老
人
が
前
を
通
過
 

す
る
と
き
は
、
 
一
時
停
止
す
る
、
 

除
行
す
る
な
ど
注
意
し
て
運
転
す
 

る。 
〇
 
学
童
、
園
児
が
登
下
校
し
て
 

い
る
道
路
で
は
、
速
度
を
お
と
し
 

て
運
転
す
る
。
 

⑧
一
般
に
対
し
て
 

〇
 
子
ど
も
が
危
険
な
場
所
で
遊
 

ん
で
い
る
の
を
見
か
け
た
と
き
 

「
愛
の
一
声
」
を
か
け
て
注
意
す
 

る。 

職
場
の
ェ
チ
ケ
ッ
ト
 

▲
容
姿
は
清
潔
に
 
頭
は
き
ち
ん
 

と
な
で
つ
け
て
お
く
。
女
性
の
マ
 

ニ
キ
ュ
ァ
も
、
あ
ま
り
つ
め
を
長
 

く
と
が
ら
せ
て
い
た
り
、
赤
や
青
 

の
ど
ぎ
つ
い
マ
ニ
キ
ュ
ァ
を
つ
け
 

た
り
す
る
の
は
感
じ
が
悪
い
。
無
 

色
で
み
が
い
て
お
く
の
が
望
ま
し
 

い
。
装
身
具
は
、
男
女
と
も
あ
ま
 

り
つ
け
な
い
方
が
よ
い
。
小
さ
な
 

ネ
ッ
ク
レ
ス
程
度
な
ら
よ
い
が
、
 

あ
ま
り
人
目
に
つ
き
や
す
い
も
の
 

は
遠
慮
し
た
い
。
派
手
な
指
輪
や
 

化
粧
も
同
様
で
、
特
に
客
に
接
す
 

る
仕
事
を
し
て
い
る
人
は
、
清
潔
 

と
質
素
が
第
一
で
あ
る
。
客
を
し
 

の
ぐ
よ
う
な
服
装
は
さ
け
た
方
が
 

よ
い
。
 

▼
出
勤
時
間
は
早
目
に
 
出
勤
は
 

遅
く
と
も
定
刻
十
分
前
に
着
く
よ
 

う
に
し
た
い
。
遅
刻
は
も
ち
ろ
ん
 

い
け
な
い
が
、
す
べ
り
こ
み
セ
ー
 

フ
な
ど
と
い
う
の
も
感
心
し
な
い
 

女
性
な
ら
制
服
に
着
が
え
た
り
化
 

粧
を
な
お
し
た
り
す
る
余
裕
、
男
 

性
な
ら
席
に
つ
い
て
タ
バ
コ
の
一
 

本
も
す
え
る
程
度
の
時
間
的
余
裕
 

が
あ
っ
て
ほ
し
い
。
 

ベ
ル
と
同
時
に
す
ぐ
仕
事
に
か
か
 

れ
る
よ
う
に
し
た
い
。
 

▼
退
社
時
間
は
 
ベ
ル
が
鳴
る
ま
 

で
一
様
働
く
の
が
当
然
で
あ
り
ま
 

す
が
、
そ
の
三
十
分
も
一
時
間
も
 

前
に
仕
事
を
や
め
て
帰
り
支
度
を
 

し
、
ベ
ル
と
同
時
に
さ
つ
と
帰
る
 

人
を
よ
く
み
か
け
る
が
こ
れ
は
感
 

心
で
き
な
い
。
や
は
り
ベ
ル
が
鳴
 

り
終
わ
っ
て
仕
事
の
切
り
の
よ
い
 

と
こ
ろ
ま
で
す
ま
せ
た
り
、
明
日
 

の
仕
事
の
計
画
を
立
て
て
帰
る
よ
 

う
に
心
掛
け
た
い
。
 

勤
務
規
定
は
正
し
く
守
る
の
が
 

当
然
で
あ
り
ま
す
。
だ
ら
し
の
な
 

い
習
慣
を
み
と
め
て
当
然
の
権
利
 

で
あ
る
よ
う
に
思
う
悪
い
く
せ
は
 

早
く
直
し
た
い
も
の
で
す
。
 

▼
執
務
中
の
態
度
 
執
務
中
に
新
 

聞
雑
誌
を
読
ん
で
い
る
人
が
い
る
 

又
女
性
の
中
に
は
平
気
で
編
物
を
 

や
っ
て
い
る
人
も
い
る
、
見
た
目
 

に
美
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
特
に
 

外
来
者
の
目
に
う
つ
る
の
は
感
心
 

で
き
な
い
。
同
じ
こ
と
な
ら
字
の
 

下
手
（
へ
た
）
な
人
は
練
習
で
も
 

す
る
が
よ
い
。
 

農
繁
期
の
防
犯
 

い
よ
い
よ
農
繁
期
に
な
り
ま
し
 

た
。
田
や
畑
に
出
か
け
る
際
は
、
 

戸
締
り
を
よ
く
し
て
出
か
け
て
下
 

さ
い
。
 

家
を
あ
け
る
時
は
、
隣
近
所
に
 

頼
ん
で
出
か
け
ま
し
よ
う
。
 


